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前提

> 安全で安心して使える番号（符号）があれば便利であ
ることは当たり前

> プライバシー保護・安全管理は具体的なユースケー
スで考えなければならない。

> 符号： 識別子ではあるが、通常は見ることができな
いもの

> 番号： 識別子であり、本人に常識的な能力があれ
ば認識できるもの

リスク ： 番号 ＞ 符号
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特定の疾患の
特定の項目は
個人ＩＤ削除後に
自動的に登録

行政 etc…..

研究者

医療団体

② 匿名化診療要約
データ管理システム

①生涯型健康・診療
データ管理バンク

健康・診療データの
個人ベースでの管理

医療施設

診療データ

預ける引き出す

別の医療施設

見せる

受け取る

利用手続き後
活用

委任契約での
自動預託も可能

診療のための生涯型健康・診療データ管理バンク①および施策
活用のための匿名化診療要約データ管理システム②（2006 Oct.）

Electronic Health Records
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浦添健康情報活用基盤の概要

浦添市医師会
沖縄県薬剤師会（浦添市部）

標準化データベース

診療サマリ
調剤情報
服薬指導情報等

電子カルテ／レセコン

登
録

保
存

閲
覧

浦添健康情報活用基盤

市民
市民の
家族等

MIｾﾝﾀｰ
保健相談ｾﾝﾀｰ
地域包括支援ｾﾝﾀｰ

匿
名
化

浦添市役所まじゅんらんど
ジスタス浦添
ﾍﾙｽｱｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝうらそえ

健診結果等
運動記録、
食事指導記録等

健康チャレ
ンジ日記

保健システム

疾病管理
サービス

運動処方箋 診療情報提供書

電子処方箋

健康サービス
事業者

薬剤師等

医師等 医師等

利用者基本情報

日常情報 健診情報

服薬情報

調剤情報

救急情報

診療情報運動プログラム

指導情報

浦添市
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ID provider

Service 
provider

Web service
provider

Web service
consumer

Discovery 
service

Providing the assertion based on user authentication

Check the assertion and authenticate the user 

Provide the attributes

Get the attributes from other site and provide them to user

Provide the location of each attribute

SAML 2.0 ID-WSF2.0

Site A

(2) Discovery the 
location of the 
attributes

(3) Response the location

(4) Request the attributes

(6) Response the attributes 

Site B

user

(1) Request the 
service

(7) Providing the service

Site X

Discovery
servise

Web
APL

Registry

Access control
policy

Access control policy
should be made by user 
himself.
If the policy indicate the 
necessity of confirmation, 
the system put the prompt 
for confirmation. 

Attributes
providing

Application

API
API

(0) Store the location of user’s attributes

ID provider

Web service
consumer

Service 
provider

Web service
provider

Service 
provider

(5) Check policy

Holding URL of user’s attributes

・Unification of user ID of different sites
・Enabling single sign on

Attribute
database

Use case:
Site A provide attributes, that are in 
site B, to user. API

APL

・allow the move of attributes among different sites

Discovery service of attributes, Request and response of the attributes under user’s 
consent, Policy-based access control, Group management.

Infrastructure of EHR in Okinawa Island (SAML2.0 and ID-WSF2.0)
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浦添市三省連携事業で出来なかった事

特定の疾患の
特定の項目は
個人ＩＤ削除後に
自動的に登録

行政 etc…..

研究者

医療団体

② 匿名化診療要約
データ管理システム

①生涯型健康・診療
データ管理バンク

健康・診療データの
個人ベースでの管理

医療施設

診療データ

預ける引き出す

別の医療施設

見せる

受け取る

利用手続き後
活用

委任契約での
自動預託も可能

事前入力・自動入力
Pre-population・Auto-population

保健・医療・介護分野で利用できるＩＤが必要
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かかりつけ医

介護事業所

在宅療養担当医

薬局

訪問看護ST

病院

PMDAや
研究機関等

行政機関

医療等分野のICT化が目指す将来像のイメージ

保険者

医療・介護サービスの質の向上と持続可能な社会保障制度の確保を目指したICT利活用

情報連携ネットワーク

状態にあった質の高い
医療・介護サービスを
効率的に受けられる

自分の健康情報を
活用して健康増進

病院の検査結果を診療に
活用。紹介・逆紹介により、
患者を継続的に診察

診療所等での過去の
診療情報を活かして
救急医療等に対応

治療方針や病状を理解し、
本人の状況・状態に応じた、

より質の高いケアを行うことが可能

状態の変化をタイムリーに
把握可能。生活状況が
分かることで、投薬や処置
の効果を把握しやすくなる

保険者による
効果的なデータ活用
により、加入者の
健康増進。

医療費も効率化

効果的なデータ分析に
よる政策の立案・運営

医療の質向上のための
分析研究の発展
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XXXネット

A県脳卒中連携パス

B市医療介護連携ネット
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XXXネット

A県脳卒中連携パス

B市医療介護連携ネット符号でも運用可能？
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番号が必要？
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4 4

ライフサイクル

医療機関X

▲出生 ▲入学 ▲成人 ▲就職 ▲40歳 ▲65歳 ▲死亡

自治体
（母子健康主管課）

本人

学校・
教育委員会

企業・共済・組合など健保

自治体（地域包括
支援センター）

介護事業者

民間健診機関

フィットネスクラブ

母子手帳

乳幼児健診情報

乳幼児予防接種

出生時記録

児童生徒健康診断票

各種健診結果

要介護認定

ケアプラン

後期高齢者健診

診療レセプト

健診記録

運動記録

調剤薬局Ａ 調剤レセプト

人間ドック

就学時健診記録

調剤情報

カルテ

処方箋

診療画像

複数医療機関・薬局に
点在、数年後に廃棄

医療機関請求書

診療情報提供書

調剤情報提供書

予防接種記録

自己測定

5年後には
廃棄

別個の紙、冊子による情報の提
供・保管であるため散逸しがち

▲卒業

乳幼児期
０～５

児童・生徒・学生期
６～１５，１８，２２・・・

社会人・成人期
１６，１９．２２・・・～６０・・・

リタイア期
６０・・・～

医療機関Ａ

・・・・・・・・・・・・
診療レセプト

カルテ

処方箋

診療画像

診療情報提供書

診療レセプト

カルテ

処方箋

診療画像

診療情報提供書

診療レセプト

カルテ

処方箋

診療画像

診療情報提供書

調剤レセプト

調剤情報

・・・・・・

・・・・・・
調剤薬局X・・・

t

健康保険
国保

〈扶養〉

企業・共済・組合など健保

国保

国保

各保険者加入者がリタイア期に入り、多くが国保に移行する

自治体（国保） 健診記録

健診記録

特定健診記録

特定健診記録

診療レセプト

調剤レセプト

転居・転職により継続保管
が困難に

調剤レセプト

診療レセプト企業など健保

周産期

妊娠管理

指導票・経過票

新生児経過票

分娩経過票

保健調査票

健康観察簿

介護サービ
スレセプト

自治体（障害者担当）
障害者サービス記録

障害者サービス、介護保
険給付の適用の判断・整
理が難しい

▲妊娠
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電子化が進めば
符号でも可？
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まとめ

> 単独のステークホルダの運用には共通IDは必要ない。

> 多施設連携には共通IDは必須。ただし電子化が十分
進めば目に見える番号である必要はない。

> 研究・分析は短期間であれば共通IDは必ずしも必要な
いが、がんや生活習慣病、遅発性の副作用などを対象
とする場合、共通IDは必要。分析の段階で本人の関与
が望めないので目に見える番号が必要。

> 本人のコントロール権を保証するためには共通IDが必
要。電子化が十分進めば目に見える番号である必要
はない。


